修理業者の皆様へ
～令和8年熊本地震「住宅の応急修理」へのご協力について～
芦北町では、令和８年熊本地震で被災した住宅を対象に、国の災害救助法に基づく「住宅の応急修理」を行います。この制度は、被災者が自宅で生活を続けるために必要な部分の修理の支援を行うものです。
　　修理業者の皆様には、制度の趣旨をご理解いただき、適正な工事・書類作成へのご協力をお願いいたします。
✕ 対象とならない修理
・畳のみの取替
・古くなった壁紙の張替え
・屋根や外壁の塗装のみ
・エアコン、室外機の修理や買替
・食器洗浄機など家電製品の修理や買替
・靴箱、床の間、押し入れの修理
・倉庫や車庫
・最新設備への交換　など
· 対象となる修理
・屋根　（瓦→鋼板など屋根瓦材の変更）
・柱や基礎の修理
・床の修理（畳のみの取替は対象外。
床と合わせた畳の修理なら対象）
・壁の修理（壁材の変更も可）
・トイレ（同等品なら可。新たにウォシュレット
機能を付ける場合は対象外）
・屋外給湯器（同等品なら可）　など











≪今後の流れ≫
①被災者様からご依頼を受けた場合、見積書の作成をお願いします。
　　対象箇所を把握する必要がありますので、見積書には「一式」ではなく、具体的な内訳を記載
してください。
②被災者様が町に申請後、町から「修理依頼書」と「請書」を送付します。
③「請書」を作成し、町へ提出してください。
④修理を始める際は、修理前、修理中、修理後の写真を必ず撮ってください。
⑤修理後、町へ「工事完了報告書」「写真」「請求書」を提出してください。
⑥町から限度額内の金額についてお支払いします。
※限度額を超える分は被災者様の自己負担となります。








 【提出・お問合せ先】
芦北町役場　健康福祉課　高齢者社会福祉係
0966-83-9667
※各様式については、芦北町HPにも掲載しております。
🤝本制度は、被災された方が一日も早く安心して自宅で生活できるようにするための制度です。
制度の対象範囲や必要書類についてご不明な点がある場合は、必ず町へご確認ください。

